
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 8 10 13 18

実績 5 5 8

達成率 ％ 62.5% 80.0%

目標 5,799 5,752 5,705 5,610

実績 4,293 3,929 4,854

達成率 ％ 147.6% 118.5%
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＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

2.58 1.97

令和３度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足度」
ともに低く、「検討領域」に位置しており、施策や事業の
内容について再考の余地があります。

市民意識調査
結果分析

ＣＯ２削減の意義・知識や意識を向上させるための啓発
方法が不十分であったため、市民の意識も低い結果と
なりました。

令和4年度以降
の課題

市民及び事業所の、「きれいな生活環境を維持する重要性についての意識」が十分でありません。再生可能エネル
ギーや地球温暖化対策について学ぶ機会をつくり、市民の意識を醸成する必要があります。きれいな生活環境を
維持することについて、市民の関心がより高まり、さらに実践していただけるような仕組みをつくり出す必要があ
ります。

指標の分析
・環境出前講座の開催については、新型コロナウイルス感染症の影響により、目標を達成できていません。
・臼杵市役所における温室効果ガス排出量については、目標を達成していますが、令和２年度と比較して増加して
いますので、今後の推移を注視する必要があります。

市民意識調査
結果

（R3調査）

領域名 必要度 満足度

検討領域

臼杵市役所における温室効果ガ
ス排出量

臼杵市地球温暖化対策実行
計画(第3期計画)

ｔ（トン）
5,658

環境出前講座の開催回数【累計】
大分県や九州電力等による
講師派遣回数並びに環境課
職員による出前講座回数

回
15

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

R5

まちづくり
の方針

豊かな自然環境で市民が潤い、活力あふれるまち（生活環境）

５年後の
めざす姿

地球温暖化対策への意識を高め、二酸化炭素排出量の抑制を図ります。
市民や地域の団体、事業者などが、日常生活における冷暖房の適正な温度管理、移動時の公共交通機関の利用などの促進をめ
ざします。

施策の内容
・環境に関する啓発
・エコ製品や低公害車等の環境にやさしい製品購入
・再生可能エネルギーの有効活用と自然環境の保全の両立

コード Ⅶ-20-47 施策名 CO2削減に向けたまちづくりの推進

施策の方針 環境にやさしい資源が活かされ循環するまちをつくる

臼杵市 施策評価シート
評価

担当者

課名 氏名 内線

環境課 廣瀬　武志 1130
（令和3年度）

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞
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R3年度
実績

令和４年
度年度
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＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

検討

堆肥など市の取り組みによるCO2削減の影響を把握できればよいのでは、草刈ゴミの燃焼などへの啓発に
活用できる。
今後、取り組みを強化するということなので、内容を十分に検討いただき、一般家庭でも取り組めるようにし
てほしい。

CO２削減に向けた取り組みについては、脱炭素に向けた計画策定のための情報収集を始めたところであり、今後関係部署と連携し検討してい
きたい。

実施年度 指標の実績の推移に、一部未達成なものもあり、施策を構成する主な事務事業もないことから、取組として
はやや遅延しています。
臼杵市における脱炭素社会の実現に向けた、取り組みの転換を令和4年度に行うことから、最重点として強
化することとしました。

内部評価

令和４年度
実施

最重点施策であ
り、来年度強化す

る

外部評価 評価のコメント

合計

進捗状況

令和４年度中に脱炭素社会の実現に向けた、臼杵市における将来的な再生可能エネルギーの導入目標・脱炭
素シナリオ等を策定する予定です。

課長評価

やや遅延
目標を達するた

め、施策内容を再
検討(見直し)する

課長
評価

公
共
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年

他の
関連施策
コード

事務事業名 事業内容

担当課
※実施
した課
を記入

課の
重点

※運営計
画記載

事業費（単位：千円）

1.70

1.85

2.00

2.15

2.30

2.20 2.35 2.50 2.65 2.80 2.95

向上領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

2.05

2.59


